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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期

第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 5,419,711 6,502,692 10,484,549

経常利益又は経常損失(△) (千円) △856,621 △629,154 168,386

親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)又は
親会社株主に帰属する
当期純利益

(千円) △749,526 △460,656 25,114

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △620,018 △493,995 136,732

純資産額 (千円) 2,029,683 2,248,452 2,786,434

総資産額 (千円) 13,120,388 14,210,089 14,990,438

１株当たり四半期純損失
金額(△)又は１株当たり
当期純利益金額

(円) △170.40 △104.73 5.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.5 15.8 18.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 86,485 363,506 146,194

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △111,873 △61,098 △119,474

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △943,621 △777,402 △515,456

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,229,976 2,235,256 2,710,250
 

　

回次
第49期

第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △62.29 △32.90
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第49期第３四半期連結累計期間及び第50期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第49期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

６．平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。第49期の期首に当該株

式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失金額及び１株当たり当期純利益金額を算定しておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用、所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調が進んでい

るものの、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意す

る必要があり、引き続き先行き不透明な状況で推移いたしました。

　このような経済環境のもと、当連結グループは、交通システム機器、メカトロ機器、特機システム機器の各部門

において営業活動を展開してまいりました。その結果、売上高につきましては、主に交通システム機器において、

国内鉄道事業者様向けの自動券売機、自動ＩＣチャージ機等の売り上げが増加したことにより、65億２百万円とな

り、前年同四半期連結累計期間と比べ20.0％増加いたしました。

　損益面につきましては、経費の圧縮に努めてきたことなどにより、営業損失は６億１百万円（前年同四半期連結

累計期間は８億３千７百万円の損失）、経常損失は６億２千９百万円（同８億５千６百万円の損失）、親会社株主

に帰属する四半期純損失は４億６千万円（同７億４千９百万円の損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(総資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は142億１千万円となり、前連結会計年度末に比べ７億８千万円減少

いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金の減少22億５千３百万円、現金及び預金の減少４億７千４百万

円、仕掛品の増加12億５千６百万円、商品及び製品の増加４億３百万円等によるものです。

 
(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は119億６千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億４千２百万

円減少いたしました。これは、主に短期借入金の減少３億８千万円、未払法人税等の減少８千２百万円、長期借入

金の減少４千５百万円、支払手形及び買掛金の増加４億２千２百万円等によるものです。

 

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は22億４千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億３千７百

万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金の減少５億４百万円によるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の末日現在における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末と比べ４億７千４百万円減少して、当第３四半期連結累計期間末には22億３千５百万円(前年同四半期連結累計

期間末は22億２千９百万円)となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動の結果により獲得した資金は、３億６千３百万円(前年同四半期連結累計期間は８千６百万円の獲得)と

なりました。これは、主に売上債権の減少額22億５千３百万円、減価償却費５億２千６百万円、たな卸資産の増加

額19億５千万円、税金等調整前四半期純損失６億２千９百万円等によるものであります。

 
[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動の結果により使用した資金は、６千１百万円(前年同四半期連結累計期間は１億１千１百万円の使用)と

なりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出３千８百万円、無形固定資産の取得による支出１千９百

万円等によるものであります。

 
[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動の結果により使用した資金は、７億７千７百万円(前年同四半期連結累計期間は９億４千３百万円の使

用)となりました。これは、主にリース債務の返済による支出３億８百万円、長期借入金の返済による支出２億１千

５百万円、短期借入金の純減少額２億１千万円等によるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた問題はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億１千４百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあり

ません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,800,000

計 14,800,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成31年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,525,000 4,525,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数100株

計 4,525,000 4,525,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年10月１日～
 平成30年12月31日

― 4,525,000 ― 700,700  ― 722,424

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 126,300
 

― 単元株式数100株

完全議決権株式(その他)
普通株式

43,980 同上
4,398,000

単元未満株式
普通株式

― ―
700

発行済株式総数 4,525,000 ― ―

総株主の議決権 ―  43,980 ―
 

(注)「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
株式会社高見沢サイバネ
ティックス

東京都中野区中央２－48
－５

126,300 ― 126,300 2.8

計 ― 126,300 ― 126,300 2.8
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、名称変更により、平成30年７月１日をもって、EY新日本有限責任監査法人とな

りました。 
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,710,250 2,235,256

  受取手形及び売掛金 ※2  4,619,350 ※2  2,365,919

  商品及び製品 621,520 1,025,218

  仕掛品 884,557 2,141,196

  原材料及び貯蔵品 834,487 1,124,178

  その他 178,646 219,691

  流動資産合計 9,848,813 9,111,460

 固定資産   

  有形固定資産 3,470,865 3,327,293

  無形固定資産 87,633 76,005

  投資その他の資産 ※1  1,583,125 ※1  1,695,329

  固定資産合計 5,141,624 5,098,628

 資産合計 14,990,438 14,210,089

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  2,466,242 ※2  2,888,382

  短期借入金 4,630,000 4,250,000

  未払法人税等 99,054 16,479

  賞与引当金 74,723 114,622

  その他 923,375 838,008

  流動負債合計 8,193,395 8,107,493

 固定負債   

  長期借入金 555,000 510,000

  退職給付に係る負債 2,263,918 2,265,515

  資産除去債務 39,597 40,472

  長期未払金 74,277 74,277

  その他 1,077,814 963,878

  固定負債合計 4,010,607 3,854,143

 負債合計 12,204,003 11,961,636

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 700,700 700,700

  資本剰余金 722,424 722,424

  利益剰余金 1,324,228 819,585

  自己株式 △96,885 △96,885

  株主資本合計 2,650,468 2,145,825

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 177,508 135,528

  退職給付に係る調整累計額 △41,541 △32,901

  その他の包括利益累計額合計 135,966 102,627

 純資産合計 2,786,434 2,248,452

負債純資産合計 14,990,438 14,210,089
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 5,419,711 6,502,692

売上原価 4,336,526 5,330,906

売上総利益 1,083,185 1,171,785

販売費及び一般管理費 1,920,978 1,773,113

営業損失（△） △837,793 △601,327

営業外収益   

 受取利息 229 224

 受取配当金 7,403 7,711

 受取補償金 11,000 ―

 不動産賃貸料 7,020 7,020

 その他 4,048 5,629

 営業外収益合計 29,702 20,585

営業外費用   

 支払利息 40,387 39,287

 その他 8,142 9,124

 営業外費用合計 48,530 48,411

経常損失（△） △856,621 △629,154

特別損失   

 固定資産除却損 5,813 326

 特別損失合計 5,813 326

税金等調整前四半期純損失（△） △862,435 △629,480

法人税、住民税及び事業税 111,436 9,099

法人税等調整額 △224,344 △177,923

法人税等合計 △112,908 △168,824

四半期純損失（△） △749,526 △460,656

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △749,526 △460,656
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純損失（△） △749,526 △460,656

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 101,395 △41,979

 退職給付に係る調整額 28,112 8,640

 その他の包括利益合計 129,507 △33,339

四半期包括利益 △620,018 △493,995

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △620,018 △493,995
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △862,435 △629,480

 減価償却費 502,083 526,026

 賞与引当金の増減額（△は減少） 43,311 39,898

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 46,353 1,597

 受取利息及び受取配当金 △7,633 △7,935

 支払利息 40,387 39,287

 有形固定資産除却損 5,813 326

 売上債権の増減額（△は増加） 2,469,225 2,253,430

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,345,019 △1,950,027

 仕入債務の増減額（△は減少） △424,298 415,157

 その他 △299,243 △213,621

 小計 168,544 474,659

 利息及び配当金の受取額 7,632 7,936

 利息の支払額 △40,401 △39,398

 法人税等の支払額 △49,290 △79,690

 営業活動によるキャッシュ・フロー 86,485 363,506

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △3,107 △3,173

 投資有価証券の売却による収入 20,812 ―

 有形固定資産の取得による支出 △110,555 △38,384

 無形固定資産の取得による支出 △18,898 △19,856

 その他 △124 316

 投資活動によるキャッシュ・フロー △111,873 △61,098

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △670,000 △210,000

 長期借入れによる収入 150,000 ―

 長期借入金の返済による支出 △81,000 △215,000

 リース債務の返済による支出 △298,545 △308,416

 自己株式の取得による支出 △89 ―

 配当金の支払額 △43,987 △43,986

 財務活動によるキャッシュ・フロー △943,621 △777,402

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △969,009 △474,994

現金及び現金同等物の期首残高 3,198,986 2,710,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,229,976 ※  2,235,256
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(原価差異の繰延処理)

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該

原価差異を流動資産の「その他」として繰り延べております。

 

(追加情報)

 　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

投資その他の資産 15,350千円 15,350千円
 

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

受取手形 62,265千円 32,584千円

支払手形 88,924 104,278 
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

現金及び預金勘定 2,229,976千円 2,235,256千円

現金及び現金同等物 2,229,976 2,235,256
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日)

１．配当に関する事項

配当金支払額

 

(決　議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 43,987  5 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

１．配当に関する事項

配当金支払額

 

(決　議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 43,986 10 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日　至 平成29年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平

成30年４月１日　至 平成30年12月31日)

当連結グループは、電子制御機器の製造販売及びこれら付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。 
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 170円40銭 104円73銭

 (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純損失金額(千円) 749,526 460,656

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
　 四半期純損失金額(千円)

749,526 460,656

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,398 4,398
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成31年２月13日

株式会社高見沢サイバネティックス

取締役会　御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　正　　広 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　　田　　建　　二 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社高見沢

サイバネティックスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年

10月１日から平成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社高見沢サイバネティックス及び連結子会社の平成30年12

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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